助詞
	１　次の(　)に当てはまる語句を答えなさい。

　助詞は（　　　　）のない（　　　　）語で、主に体言の下に続く（　　　　　　　　）と、主に用言の下に続く（　　　　　　　　）、副助詞、終助詞の四種類がある。

２　次の各文から助詞をさがし―線をひきなさい。

①その朝も目を覚ますと仮面をつけ、鏡に向かった。

②にせ物の笑顔がそこにある。

③彼女はふだんと同じようにウェイトレスの仕事をした。

④厳しい寒さの中を、二千里の果てから、別れて二十年にもなる故郷へ、私は帰った。

⑤葬列は松の木の立つ丘へと登り始めていた。

解答

１　活用　付属　格助詞　接続助詞
２
①その朝も目を覚ますと仮面をつけ、鏡に向かった。

②にせ物の笑顔がそこにある。

③彼女はふだんと同じようにウェイトレスの仕事をした。

④厳しい寒さの中を、二千里の果てから、別れて二十年に もなる故郷へ、私は帰った。

⑤葬列は松の木の立つ丘へ と登り始めていた。

３　①Ａ　②Ｂ　③Ｃ　④Ｄ　⑤Ｂ

　　⑥Ａ　⑦Ａ　⑧Ｂ　⑨Ａ　⑩Ｂ

	３　次の―線の助詞はＡ格助詞、Ｂ接続助詞、Ｃ副助詞、Ｄ終助詞のどれか、記号で答えなさい。
①私はいつも弟と遊ぶ。　　　　　　　（　　　　）
②この本を読むと分かる。　　　　　　（　　　　）
③今日は天気が悪い。　　　　　　　　（　　　　）
④まだ来ないのか。　　　　　　　　　（　　　　）
⑤もうすこし歩けば到着する。　　　　（　　　　）
⑥大雨で列車が遅れた。　　　　　　　（　　　　）
⑦来週から夏休みだ。　　　　　　　　（　　　　）
⑧暑いから窓を開けた。　　　　　　　（　　　　）

⑨彼がクラス委員だ。　　　　　　　　（　　　　）
⑩助けようとしたが間に合わなかった。（　　　　）


	
	


まず「ネ」を入れて文節にきってみます。

この／ビルより／高い／ビルが／建つ／予定だ。

次に文節より細かい単語に分けてみます。

[この]／[ビル][より]／[高い]／[ビル][が]／[建つ]／[予定][だ]。

文節に区切った直後にあるのは自立語なので全て消すと、

[より][が][だ]

の３語が残って助詞の候補になります。

ここまでは何とかなりますが、ここからがタイヘンです。

助詞の候補として残ったものには

(1)助詞

(2)助動詞

(3)助詞・助動詞と紛らわしい語句

の可能性があります。

(1)助詞は活用がない。

(2)助動詞は活用がある。

と区別しますが、助動詞の中には活用しないものもあるので、単純にはいきません。

ということで、助動詞20個と助詞約40個は覚えちゃいましょう。

助動詞20

せる・させる・れる・られる・

ない・たい・らしい・たがる・

だ・そうだ・ようだ・そうです・ようです・

ます・です・た・ぬ・

う・よう・まい

助詞

(ア)格助詞

と・の・が・へ・や・から・を・に・で・より

(イ)接続助詞

と・し・が・たり・ても・ば・て・ながら・

けれど・けれども・のに・から・ので

(ウ)副助詞

は・まで・こそ・も・さえ・ばかり……

(エ)終助詞

よ・ね・の・か・さ・ぞ、……

[より]→格助詞　[が]→格助詞　[だ]→助動詞

となります。

助詞と紛らわしいことばの見分けはタイヘン
